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　11月 12日（日）にあった
“きくちの灯り！”「万華灯」
で浮かびあがった 100 メー
トル四方の地上絵です。
　約２万個のローソクでかた
どられた歌舞伎役者が、社会
問題になっている飲酒運転や
子どもの自殺に「待った」をか
けました。
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　竜門ダムで県内各地から 250 人が参加し、竜門倶楽部植樹会が
ありました。
　この植樹会は、平成15年度に竜門ダム水源地域の住民・各種団体・
自治体・有識者が共同で組織する「竜門ダム水源地域ビジョン策定
委員会」で策定した「竜門ダム水源地域ビジョン」に基づき、平成
16年度から実施されています。
　地元有志で組織された竜門倶楽部（村上正八座長）と水源地域ビ
ジョン推進実行委員会の共催による植樹は、竜門ダムの水源涵養と
水質保全を目的に行われるものです。
　今年度は、ヤマザクラ、モミジ、コナラ、ヤマボウシ、エゴの５
種類 450 本の植樹を行い、家族や仲間と参加された皆さんは、そ
れぞれにネームプレートを設置し、樹木の成長を願いました。

11月5日（日）竜門倶楽部第3回植樹会

　旭志村ふれあいセンター（大木富晴センター
長）が、食品衛生・生活衛生・環境整備功労者・
優良施設熊本県表彰で、食品衛生最優良施設に
選ばれました。
　この賞は多年にわたり衛生状態がきわめて優
秀で、他の施設の模範となる施設に贈られるも
のです。
　県内では、旭志村ふれあいセンターの他に
11施設が選ばれました。同センターの、今後
益々の活躍が期待されます。

11月7日（火）旭志村ふれあい
センターが平成18年度第45回
食品衛生・生活衛生・環境整備
功労者・優良施設熊本県表彰

記
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長

　旭志体育館で旭志交通安全母の会ミニバレー大
会があり、22チーム、138 人が参加し熱戦を繰
り広げました。
　試合は、日頃からミニバレーを行っている参加
者もそうでない参加者も真剣に、そして時には珍
プレーなども交えながら、終始和やかなムードで
行われました。
　また、旭志交通安全母の会では、この他にも年
３回の道路清掃や交通安全を啓発するキャンペー
ンなど、年間を通して地域の交通事故の撲滅を目
指しボランティアでの活動を行っています。
　大会の順位は次のとおりです。
優勝　伊萩A、２位　伊坂B、３位　伊萩B、
３位　川上

11月11日（土）旭志交通安全
母の会ミニバレー大会

　本の「読み聞かせ」を全国各地で行っている「本とあそぼう全
国訪問おはなし隊」（講談社主催）のキャラバンカーが、児童書
をたくさん積んで花房小学校（福田哲朗校長）にやってきました。
　校庭のキャラバンカーでは準備が整い「青空図書館」が開館し、
子どもたちは思い思いに児童書を手に取り、ひと時の読書を楽し
みました。
　また、校舎内の多目的ホールでは、１年生から３年生を対象と
した紙芝居と「読み聞かせ」があり、今回「読み聞かせ」をして
くれたのは、荒木、井後、藤本の TKUテレビ熊本の現役アナウ
ンサー３人。豊かな表現力と身振り手振りを交えた熱演に子ども
たちは大満足でした。
　最後に、代表して中林彩衣さん（３年）が「とても面白かった
です。ありがとうございました」とお礼の言葉を述べました。
　今回のキャラバンカー来訪は、花房小学校で読み聞かせを行っ
ているボランティアグループ・図夢図夢クラブ（中林真由美代表）

が、同校の丸山司
書らと協力して実
現しました。たま
たま見かけた雑誌
で、キャラバン
カーの募集を知っ
た中林代表が応募
し、高倍率の中み
ごと当選したもの
です。

11月10日（金）「全国訪問おはなし隊」の
キャラバンカーが花房小学校にやってきた!

農業生産法人「コッコファーム」が高年齢者雇用開発コンテストで優秀賞を受賞

　菊池市総合体育館で、県内各地から総勢 600 人
あまりが参加して、組手・形競技の熱い戦いが繰り
広げられました。菊池市から参加した拓魂塾、空専
塾一道場、烈士舘の成績結果は次のとおりです。（敬
称略）
●拓魂塾▼小学１・２年男子組手　敢闘賞　
入江大地▼小学３・４年男子形　３位　益崎　誠、
敢闘賞　小笠原貴史▼同組手　敢闘賞　城栄太朗▼
同女子形　敢闘賞　田代麻依▼同組手　２位　角田祐里子、敢闘賞　田代麻依▼小学５・６年男子形　優勝　岩永直也、
敢闘賞　谷　祐磨、岩永祐貴、益崎　豊▼同組手　３位　益崎　豊、敢闘賞　角田耕一▼同女子形　優勝　田代真麻
▼同組手　３位　田代真麻▼中学男子形　優勝　田代　崚、２位　田代大周、３位　中野翔太、敢闘賞　田代幸太郎、
高木勇伸、中野瑞紀、中島弘樹▼中学１年男子組手　３位　中野瑞紀▼中学２・３年男子組手　優勝　田代　崚、２位
　中野翔太、３位　田代幸太郎、田代大周▼中学女子形　優勝　赤木　希▼中学１年女子組手　優勝　松本めぐみ
●空専塾一道場▼小学１・２年女子形　２位　吉安茉莉彩▼同組手　２位　吉安茉莉彩▼小学３・４年男子形　優勝　
境　流星▼同組手　２位　境　流星▼小学５・６年女子形　２位　境　星空▼中学２・３年女子組手　優勝　吉安珠貴
●烈士舘▼小学１・２年男子形　優勝　上野翔暉、３位　栃原悠聖▼同組手　２位　上野翔暉▼小学３・４年男子形　
敢闘賞　岩崎匠真▼同女子形　２位　松谷海里▼同組手　優勝　上野美玲▼一般形　優勝　グリゴロスキー・グリゴ
▼同組手　３位　グリゴロスキー・グリゴ

10月29日（日）第8回
荒木信吾杯空手道選手権大会

大会に参加した子どもたち

　菊池市下河原で農産物およびその加工品の生産・販売をしている、
農業生産法人「コッコファーム（松岡義博社長）」が、平成 18年
度高年齢者雇用開発コンテストで厚生労働大臣表彰（優秀賞）を受
けました。
　これまで、同法人が高齢者の雇用に積極的に取り組んできたこと
と、その人たちが活き活き元気に活動していることなどが評価され
たものです。
　表彰式は 10月に東京都で行われ、松岡社長は「これからも積極
的に団塊の世代の中からの雇用に取り組んでいきたいと思います」
と話されました。
　同法人の従業員数は 115人（平成 18年 12月現在）で、そのう
ち 34.8％にあたる 40 人が 55 歳以上です。今後、益々の活躍が
期待されます。 農園で作業をする高齢者

「菊池市海外研修生の会」事業実施報告

　菊池市海外研修生の会は、菊池市における国際交流
の草の根的な役割を担っている団体です。
　この会では、韓国のソウル外国語アカデミーと相互
交流を行っており、派遣事業・招待事業共にホームス
ティを行い、民間レベルでの交流が実現しています。
　今年は派遣事業として、10月 26日（木）から 30
日（月）まで、菊池市内で公募した３人を韓国へ派遣
し、歴史、文化、自然などを学んで来ました。
　また招待事業として、11月２日（木）から５日（日）
まで、アカデミーから崔　乗喜（チェ・スンヒ）さん、
金　凞善（キム・ヒソン）さんの２人を本市へ招き、
ホームスティによる日本の生活体験をしました。期間
中は、菊池渓谷や阿蘇といった自然の見学や日本の文
化体験、歴史について学び、２日夜には、菊池市の文
化祭にも参加しました。
　この交流も今年で 22年目となり、菊池市海外研修生の会とソウル外国語アカデミーの友好がさらに深まり、非常に有意
義な事業になりました。次回は、派遣団員のレポート報告を紹介する予定です。

左からホストファミリーの東曜子さん、
依田美由貴さんと海外研修生の金さん、
崔さん

着物を着て山鹿を訪れた２人

植樹する参加者ネームプレートに記入する子どもたち

旭志体育館であったミニバレー大会
キャラバンカーから本を取り出して読む
子どもたち
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　本の読み聞かせをボランティアで行ってい
る「白ゆりグループ」（安武寿美代表）から、
市内保育施設に手作り絵本が贈られました。
　贈られた絵本は、布絵本と牛乳パック絵本
の２種類で、毎月、元三木誠文堂の空き店舗
を利用して読み聞かせを行っている同グルー
プが、空き時間を使って４月から製作してき
たものです。
　絵本はメンバーと利用している子どもたち
とで箱詰めされ、市を通して市内 21の保育
施設に届けられました。中央公民館図書室に
も置いてありますので、興味のある人はご来
館ください。

11月18日（土）手作り絵本を市内
保育施設にクリスマスプレゼント

　開店５周年を迎えた道の駅泗水　養生市場（賀
か

久
く

清
きよ

豪
ひで

支配人）から、
開店６年目初日にレジで最初に精算したお客さんに記念品が贈られま
した。
　その買い物客となったのは、同店に時々買い物に来るという吉里武
廣さん（○泗　桜山一）で、「前日に玉ねぎの苗を買いにきたら売り切
れだったので、今日は朝早くから買いに来ました。このような記念式
典があるとは、まったく知りませんでした」と、突然のことでとても
驚いた様子で話されました。
　吉里さんには、友朋の里泗水取締役の松岡一教さんから、地元で取
れた新鮮な野菜の詰め合わせなど、たくさんの記念品が贈られました。
　当日は、あいにくの雨にもかかわらず、店内はたくさんの買い物客
で賑わっていました。

11月18日（土）道の駅泗水養生市場で
開店5周年記念（大感謝祭）

開
店
６
年
目
最
初
の
お
客
さ
ん
と
な
っ
た

吉
里
さ
ん
（
右
）

　合志市、菊池市などの有志による「賢治を薩摩琵琶で
聞く会」実行委員会の主催で、女優林洋子さん（東京在
住）の独演会が、泗水伝承館でありました。
　林さんは、劇団俳優座から劇団三期会を経た後、フリー
となってから水俣病の実態に触れ、石牟礼道子原作「苦
海浄土」を劇化されたことで知られ、1980 年から「ク
ラムボンの会」を主宰し多くの公演をしています。
　この日は、林さんにとって 1443回目の公演（海外公
演含む）となり、宮沢賢治作品で、「賢治文語詩」の朗
唱と「なめとこ山の熊」の弾き語りでした。林さんは、
公演する物語などにより、インスピレーションで用いる
楽器を決めるそうで、今回は、奏者の力加減で微妙な音
を作り出せる魅力をもつ薩摩琵琶が使われました。
　薩摩琵琶特有の五線譜では表せない無限の音と林さん
の独特の節をつけての弾き語りは、ダイナミックであり
ながらもかつ繊細で、古民家を利用した会場いっぱいに
響きわたり聴衆を魅了していました。

11月21日（火）
林 洋子独演会～薩摩琵琶弾き語り～

　だご汁を食べながら昔話を聞き、食の大切さを学ぶ「だ
ご汁と昔ばなし」が菊池女子高でありました。これは、児
童の健全育成と食育を通じた世代間交流を目的に、市子育
て支援課が開催したものです。
　だご汁は、11 月 13 日（月）に水源校区であった「団
子サミット」秋のイモ掘りで取れたカライモを使って、午
前に同校厨房室で子どもを含む約 50人の手により作られ
ました。
　午後からは、お話会の参加者約 200 人が同校講堂に集
まり、でき立てのだご汁やおにぎりを食べた後、昔話を聞
きました。
　語り部は、菊池市の姉妹都市である宮崎県西米良村から
佐伯厚子さんと中武軌子さん、友好都市の岩手県遠野市か
ら工藤さのみさんと菊池スミさんが招かれました。それぞ
れ地元に伝わる昔話を方言そのままではなく、分かりやす
いように多少アレンジを加えて語ってくれました。
　熱々のだご汁とぬくもりあふれる昔話により、親子連れ
で賑わった場内は、とても温かい雰囲気に包まれました。

11月19日（日）
食の大切さを学ぶ「だご汁と昔ばなし」

　菊池市高野瀬の西山邸で「時忘れの会」があり、県内外から
たくさんの人が訪れ、日本の伝統文化を楽しみました。
　庭を通して仲間作りを進めている「オープンガーデン菊池（坂
本栄子会長）」が主催して、毎年１回この時期に行っているも
ので、今回が５回目。
　西山邸では、メンバーなどが抹茶や和菓子でおもてなしをす
る中、琴の演奏やお客として参加した人による尺八の演奏など
がありました。
　参加者は「雰囲気がとても良いし、菊池の良さも感じました」
と、坂本会長は「一人でも多くの人に『時を忘れる』ほどの伝
統文化を味わってもらえればうれしいです」と話されました。

11月11日（土）
オープンガーデン菊池「時忘れの会」

　さわやかな秋晴れの中、菊池市体育指導委員協
議会泗水支部（古谷修支部長）主催のしすいペタ
ンク大会が孔子公園であり、15チームが参加し
ました。
　この大会は、地域住民の健康増進と親睦を深め
るために体育指導委員主催として毎年開催されて
います。
　今回も大きな声援を送りながら互いの交流を深
め、終日笑い声が絶えない賑やかな大会となり盛
会のうちに終了しました。
　上位の結果は次のとおりです。
優勝　桜山七区Ａ、２位　桜山七区Ｃ、３位　桜
山七区Ｂ、４位　岡区Ｂ

11月12日（日）
平成18年度しすいペタンク大会

孔子公園であったペタンク大会

　菊池北中学校の２年生 105人が、乳児とのふれあい学習をしました。
　11月９日（木）には、助産師の坂梨先生を招いて、いのちの尊さや「生
きているだけで 100点満点」という感動的なお話しを聴きました。
　その後、シミュレーターを使った妊婦体験などを行い、しゃがむ動作
などを通して、妊婦さん（自分たちを生んでくれたお母さん）の大変さ
を体験しました。
　11 月 14 日（火）には、生後３～９カ月の赤ちゃんとお母さん 18
組に協力をいただき、乳児とのふれあい体験をしました。
　育児真っ最中のお母さんに、育児に関する質問をしたり、体重測定に
際して衣服の着脱や赤ちゃんを抱っこしたりする中で、自分もこんなに
大事にされてきたんだということを振り返りながら、親となることの責
任や育てる喜び、乳児のかわいらしさ、いのちの尊さなどをそれぞれに
感じ取ってくれたよう
です。
　この事業は、思春期
の子どもたちが乳児と
ふれあうことで、命の
尊さや子育ての大切
さ、母性・父性につい
て考える機会とするた
め、総合学習の時間を
使って、市と中学校の
共催で、菊池北中学校
では今年初めて実施さ
れました。

11月9日（木）、11月14日（火）
菊池北中で乳児ふれあい学習

西山邸であった「時忘れの会」で、秋を感じながらゆっくりとした
時の流れを楽しむ参加者

実際に赤ちゃんを抱っこして命の尊さを学ぶ生徒

シミュレーターで、自分たちを生んでくれたお母さん
の大変さを体験する生徒たち

学習に協力した 18組の親子。学習の趣旨をご理解
頂き、快く参加して頂き、ありがとうございました

手
作
り
絵
本
の
配
送
準
備
を
す
る
メ

ン
バ
ー
と
子
ど
も
た
ち

演
奏
前
に
、
薩
摩
琵
琶
に
つ
い
て
の

説
明
な
ど
を
熱
心
に
す
る
林
さ
ん

「
遠
野
の
む
か
し
ば
な
し
」
を
披
露

す
る
語
り
部
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おしらせ
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菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

　

先
日
、
菊
池
市
内
で
天
ぷ
ら
油
の

不
適
正
処
理
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

あ
る
家
庭
か
ら
、
廃
食
用
油
を

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
ご
み
袋
で

出
し
た
物
を
、
ご
み
収
集
車
が
積
み

込
ん
だ
際
に
そ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

破
裂
し
、
油
が
道
路
に
大
量
に
流
れ

出
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
あ
る
家
庭
で
は
、
天
ぷ
ら

鍋
の
油
を
そ
の
ま
ま
用
水
路
に
流
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

天
ぷ
ら
油
を
捨
て
る
時
は
、
必
ず

新
聞
紙
や
布
な
ど
に
し
み
込
ま
せ
る

か
、
ま
た
は
、
市
販
の
凝
固
剤
で
固

形
状
に
し
て
か
ら
可
燃
物
（
赤
色
）

の
市
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
家
庭
で
は
「
食
生
活
の
洋

風
化
」
が
進
み
、
揚
げ
物
や
炒
め
物

な
ど
油
を
使
っ
た
料
理
が
増
え
、
食

用
油
は
料
理
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

使
い
古
し
の
食
用
油
は
、
台
所
か

ら
そ
の
ま
ま
流
す
と
川
や
海
を
汚
染

す
る
大
き
な
原
因
に
な
り
、
粘
り
の

度
合
い
が
高
い
た
め
排
水
管
を
詰
ま

ら
せ
て
し
ま
い
悪
臭
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。

　

油
は
、
使
い
切
る
な
ど
の
工
夫
で

極
力
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 　

ま
た
、最
近
、出
回
っ
て
い
る
「
流

す
タ
イ
プ
の
油
処
理
剤
」
を
食
用
油

と
混
ぜ
て
流
す
こ
と
も
同
じ
様
に
汚

染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
て

く
だ
さ
い
。

　

上
表
の
数
字
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

天
ぷ
ら
油
が
環
境
に
与
え
る
悪
影
響

の
大
き
さ
は
一
目
瞭
然
で
す
。

　

川
や
海
を
汚
す
原
因
は
、
家
庭
か

ら
の
排
水
が
全
体
の
４
割
強
を
占
め

て
い
ま
す
。

● 

私
た
ち
が
家
庭
で
出
来
る

　

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け

•
天
ぷ
ら
油
は
可
燃
ご
み
と
し
て
処

理
す
る

•
米
の
と
ぎ
汁
は
庭
の
植
木
に

•
し
ょ
う
ゆ
等
の
食
器
の
汚
れ
は
ふ

き
取
っ
て
か
ら
洗
う

•
食
べ
残
し
飲
み
残
し
を
し
な
い

•
必
要
量
以
上
の
洗
剤
を
使
わ
な
い

な
ど
生
活
排
水
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
、
各
総
合
支
所
民
生
課

生
活
排
水
対
策
に

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〜
天
ぷ
ら
油
の
ご
み
出
し
は
正
し
く
〜

　年末・年始のし尿収集の業務休業日は 12月 23日（土）～
12 月 24 日（日）、12 月 29 日（金）～１月３日（水）とな
ります。
　本市では、月に１回のし尿収集を計画的に行うことが原則と
なっています。収集予定日が休業日にあたる地域では、予定日
の前後に調整して収集を行います。
　また、計画収集期間以外で緊急に収集が必要な場合、12 月
25 日（月）午前中までに電話依頼があった分に関しては、年
末までに収集します。
　なお、緊急時以外は通常の計画で収集します。
電話依頼先
●菊池、七城、旭志、泗水富の原北区の地域
　㈲旭衛生舎　☎（24）2181
●泗水地域で富の原北区以外の地域
　菊池西部衛生㈲　☎ 096（242）0059
問い合わせ先　環境課、各総合支所民生課

　旭志地区にある３つの保育園の園児たちが、11月
23 日の勤労感謝の日を前に旭志総合支所を訪れ、花
束を贈呈しました。
　贈呈された花束は各保育園から１つずつの合計３つ
で、園児たちが「毎日、お仕事お疲れさまです」など
と声をかけながら対応した職員に渡しました。
　贈呈された花束は、しばらくの間旭志総合支所の窓
口に飾られ、館内の雰囲気を明るくしました。
　贈呈、ありがとうございました。

11月22日（水）
保育園児が旭志総合支所に花束贈呈

　環境講座（泗水公民館主催）に参加した「合志川探険たい」
の子どもたちが、講座の最終日に合志川河川敷の美化作業を
行いました。
　この環境講座は、未来を担う子どもたちに環境を大切にす
る心を育てることを目的に、合志川の水質調査や水現地調査、
川遊び・炭焼き・廃油石鹸つくり体験、エコビレッジ旭・泗
水浄化センター見学などを年７回実施したものです。
　この環境講座を通して色んな環境にも目を向け、また、合
志川を清流のまま次の世代へと引き継いでいけるよう頑張っ
てほしいものです。

11月25日（土）
『合志川探険たい』河川の美化作業

　菊池市の中西寺集会所
に西寺区在住の櫨川タエ
子さんからカーテンが寄
贈されました。
　以前から同集会所事務
室のカーテンが老朽化し
破れていたために寄贈さ
れたものです。
　カーテンは、早速取り
替えられました。
　寄贈、ありがとうござ
いました。

中西寺集会所に
カーテン寄贈

　泗水小学校で、生の音楽に触れることによ
り、音楽の学習をより深め、豊かな感性を育む
ことを目的としたスクールコンサートがありま
した。
　今年度は、これまでになかった和楽器による
演奏で、地元での活動を中心に活躍している代
表の渡雪美さん率いるアンサンブル渡里夢（ド
リーム）と、泗水箏・三弦子ども教室を招いて
の箏の演奏がありました。
　日本の代表的作品「さくら」や「春の海」ほか、
アニメ主題歌など約１時間の演奏があり、生徒や保護者は、箏の美しい音色に聴き入っ
ていました。

11月28日（火）
泗水小学校スクールコンサート

泗水箏・三弦子ども教室のメンバーによる「さ
くら」の演奏

味、香り、外観、粘り、硬さの５項目を基準に
審査する審査員

台所から排水される食品を水で薄めて
魚が生息できる水質に戻すのに必要な水の量

食　品 これだけ捨てたとすると 魚が住める水質に戻す
のに必要な水の量

使用済み天ぷら油 500ml 浴槽 330 杯
牛乳 180ml（牛乳ビン１本） 浴槽 9.4 杯
みそ汁 200ml（おわん１杯） 浴槽 4.7 杯
米のとぎ汁 ２ℓ（４合をといだ水） 浴槽 ４杯
しょうゆ 15ml（小皿少量） 浴槽 1.5 杯

※浴槽は１杯 300リットルで換算

年末・年始のし尿収集休業日

　菊池市七城リバーサイドパークで、新米（品種　ヒノヒカリ）の食
味会があり、普通栽培の部、特別栽培の部（減農薬等）の２部門に
36点の出品がありました。
　食味計審査での上位各５点が予選会を通過し、本選では食味鑑定士
２人を含む８人の審査員により、味、香り、外観、粘り、硬さの５項
目を基準に審査が行われました。
　これは、米生産者が食味向上の意識を持ち地域全体の底上げとなる
よう、平成 16年度より七城地域で行われているものです。
　入賞者は次のとおりです。（敬称略）
普通栽培の部　最優秀賞　堀田英臣（元村）
　　　　　　　優秀賞　本田昇誠（七城田中）、中島浩之（新古閑区）
特別栽培の部　最優秀賞　平田真佐光（高田）
　　　　　　　優秀賞　坂本道博（岩瀬）、増永文應（西郷）

11月22日（水）七城町食味会（米）

合
志
川
河
川
敷
の
美
化
作
業
を
す
る
子
ど
も

た
ち

職員に花束を渡す園児たち
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　問い合わせ先　環境課

　

冬
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

11
月
に
は
韓
国
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

症
状
は
、
元
気
消
失
、
神
経
症
状
、

呼
吸
器
症
状
、
消
化
器
症
状
、
産
卵

率
の
低
下
、
顔
面
や
脚
部
の
浮
腫
、

出
血
な
ど
と
多
種
多
様
で
、
な
に
も

な
く
突
然
死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

鳥
か
ら
鳥
へ
直
接
感
染
す
る
だ
け

で
な
く
、
水
や
排
泄
物
を
介
し
て
も

感
染
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
ペ
ッ
ト
の
鳥

や
野
鳥
が
死
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

直
ち
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
々
に
死

ん
だ
り
、
複
数
の
鳥
が
死
ん
だ
り
し

て
い
る
の
を
発
見
し
、
不
審
に
思
う

場
合
は
次
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
参
考
に
し
、「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
家
畜
保
健
衛
生
所
の
広
場
」

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ku
m
a
m
o
to
.

jp
/c
o
n
stru
c
tio
n
/se
c
tio
n
/

ka
h
o
/in
d
e
x.h
tm

問
い
合
わ
せ
先

　

城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
（
46
）
２
０
７
５

提
出
期
限

　

平
成
19
年
１
月
15
日
（
月
）

対
象
者　

平
成
18
年
12
月
31
日
現
在
、

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
で
熊

本
県
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い

る
人

届
出
用
紙
の
設
置
場
所

•
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

•
各
保
健
所

•
熊
本
市
各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

届
出
用
紙
の
提
出
先

就
業
地
が
熊
本
市
に
あ
る
人

　

↓
県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課

就
業
地
が
熊
本
市
以
外
に
あ
る
人

　

↓
就
業
地
の
保
健
所

届
出
事
項

•
氏
名
、
年
齢
お
よ
び
性
別

•
本
籍
地
都
道
府
県
名
お
よ
び
住
所

• 

登
録
を
受
け
た
都
道
府
県
名
、
調

理
師
名
簿
登
録
番
号
お
よ
び
登
録

年
月
日

• 

業
務
に
従
事
し
て
い
る
場
所
の
所

在
地
お
よ
び
名
称

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

健
康
づ
く
り
企
画
・
栄
養
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
０
８

　

交
通
事
故
や
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど

の
犯
罪
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

相
談
や
申
し
立
て
の
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
、
検

察
官
が
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と

の
善
し
悪
し
を
審
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

山
鹿
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
（
44
）
５
１
４
１

　

平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基

準
日
は
、
平
成
19
年
１
月
１
日
で
す
。

　

家
屋
を
解
体
し
、
建
物
滅
失
登
記

を
し
な
い
場
合
や
、
未
登
記
建
物
の

所
有
権
が
移
転
し
て
い
る
場
合
は
、

届
出
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
な
い
と
誤
っ

て
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

届
出
書
や
添
付
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
次
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で

工
場
、
商
店
ま
た
は
農
業
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
・

器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産

の
こ
と
で
す
。

申
告
の
内
容

①
構
築
物
（
広
告
塔
・
テ
ナ
ン
ト
改

装
な
ど
）

②
機
械
お
よ
び
装
置
（
コ
ン
ベ
ア
・

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
農
業
用
機
械
・

施
設
な
ど
）

③
車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
・
ロ
ー
ラ
な
ど
。
自
動
車

税
な
ら
び
に
軽
自
動
車
税
の
対
象

と
な
る
も
の
を
除
く
）

④
工
具
器
具
お
よ
び
備
品
（
机
・
イ

ス
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　

こ
の
よ
う
な
事
業
用
資
産
を
持
っ

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在

の
資
産
所
有
状
況
を
申
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
前
年
申
告
の
あ
る
場
合
は
、
後
日

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
新
規
事
業
者
ま
た
は
事
業
用
資
産

を
所
有
し
て
い
て
申
告
書
の
送
付

が
無
い
場
合
は
、
次
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

１
月
31
日
（
水
）

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
告
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

こ
れ
は
、「
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）」
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
税
目
の

納
税
が
自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら

に
し
て
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

　

税
務
署
や
金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
る

い
は
、
窓
口
が
開
い
て
い
る
時
間
し

か
納
付
で
き
な
い
な
ど
の
場
所
的
・

時
間
的
な
制
約
が
軽
減
さ
れ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
納
税
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
な
ど
が
金
融
機
関
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
取
引
先
の

金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る
質

問
は
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通

話
料
金
で
利
用
で
き
る
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
受
付
時
間
（
送
信
可
能

時
間
）

　

平
日
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
の

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
（
01
）
５
９
０
１

　

平
日
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
の

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
税
務
署

☎
（
25
）
２
１
２
１

○
家
屋
の
解
体
届

○
未
登
記
家
屋
の
異
動
届

　

の
提
出
は

　

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

※ 口座振替を利用している人は、12 月
25 日（月）に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

●国民健康保険税第6期
●市県民税第4期

12月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

平
成
18
年
度

調
理
師
業
務
従
事
者
届

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か
？検察

審
査
会

　菊池市では、20歳を迎える皆さんの新しい
門出を祝し、成人式を開催します。
　今回新しく成人を迎えるのは、昭和 61年４
月２日から、昭和 62年４月１日までに生まれ
た皆さんです。
と　き　平成 19年１月７日（日）
　　　　午前 10時　受付
　　　　午前 10時 30分　開式
ところ　菊池市文化会館　大ホール

問い合わせ先　社会教育課

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

国
税
の
納
税
が
で
き
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」の
正
し
い
知
識
を

　冬季はエネルギー消費が拡大する季節です。
　無駄なエネルギーを消費しないよう、
次のことに気を付けましょう。

冬の省エネ
•暖房は室温 20℃を目安に温度調節する。
•暖房機器は、不必要なつけっぱなしをしない。

見直してみましょう
•冷蔵庫は壁から適切な間隔をあけて設置する。
• 電気、ガス、石油機器などを購入する時は、省エ
ネルギータイプのものを選ぶ。
• 部屋の照明器具を購入する時は、省エネ型の電球
型蛍光ランプを使用する。

こまめに省エネ
• 冷蔵庫内は季節に合わせ温度調整する。
　ものを詰込み過ぎないよう整理整頓する。

•電気ポットなどの電気製品を長時間使わない時に
は、コンセントからプラグを抜く。
•煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用する。
•テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をし
ない。
•シャワーはお湯を流しっぱなしにしない。
•車の運転は経済速度を心がけ、急発進・急加速を
しない。
•外出時はできるだけ車に乗らず、電車・バスなど
公共交通機関を利用する。
•タイヤの空気圧は適正に保つよう心がける。
•アイドリングは出来る限りしないようにする。
•お風呂は間隔をおかずに入るようにし、追い焚き
をしない。

省エネしましょう！

平成18年の成人式

平成19年菊池市成人式
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INFORMATION菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

は
、
若
人
の
明
日
を
拓
く
・
土
木
建

築
技
術
者
を
養
成
す
る
県
立
の
教
育

訓
練
機
関
で
す
。

項　

目　

２
次
募
集

募
集
人
員　

20
人
程
度

募
集
期
間　

２
月
２
日
（
金
）
ま
で

試
験
期
日　

２
月
８
日
（
木
）

応
募
資
格

• 

県
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
居
住
し

よ
う
と
す
る
満
18
歳
以
上
25
歳
未

満
の
独
身
の
男
女

• 

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

• 

心
身
が
健
全
で
所
定
の
教
育
訓
練

に
耐
え
得
る
者

• 

全
寮
制
に
よ
る
規
則
正
し
い
共
同

生
活
に
耐
え
得
る
者

そ
の
他

• 

経
費
65
万
円
程
度
（
寮
費
含
む
）

• 

土
木
建
築
技
術
者
と
し
て
必
要
な

各
種
の
免
許
・
資
格
な
ど
を
取
得

す
る
よ
う
に
教
育
し
ま
す
。

※ 

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

は
、
平
成
19
年
度
末
（
平
成
20
年

３
月
）
で
廃
止
と
な
り
、
当
訓
練

所
の
隊
員
募
集
は
今
回
が
最
終
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

　

☎
０
９
６
４
（
28
）
６
６
１
１

　

ま
た
は　

熊
本
県
土
木
部
管
理
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
８
２

　

11
月
15
日
号
に
、
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

• 

11
ペ
ー
ジ
「
香
典
返
し
」

菊
池
本
所　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

誤
（
×
）

東
正
観
寺　

笹
原　

博
善

（
亡
甥　
　
　
　
　

則
昭　

65
歳
）

　
　

←

正
（
○
）

東
正
観
寺　

笹
原　

博
善

（
亡
叔
父　
　
　
　

則
昭　

65
歳
）

菊
池
本
所

立　

門　
　

五ご

と

う島
イ
ツ
子こ

（
亡
母　
　
　
　

ツ
タ
エ　

99
歳
）

上
赤
星　
　

田た

じ

り尻　
　

敬
た
か
し

（
亡
父　
　
　
　
　

敬け

い

し之　

99
歳
）

上
出
田　
　

茂し

げ

た田　

良よ
し
ひ
ろ博

（
亡
父　
　
　
　
　

康や
す
の
ぶ信　

78
歳
）

玉
祥
寺　
　

松ま
つ
な
が永　

千ち

あ

き秋

（
亡
夫　
　
　
　
　

秀ひ
で
あ
き昭　

56
歳
）

北　

原　
　

小し
ょ
う
だ
い代　

逸い

つ

お郎

（
亡
父　
　
　
　
　

五ご

ろ

う郎　

76
歳
）

東
正
観
寺　

城
じ
ょ
う　

　

宮み

や

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

邦く
に
は
る晴　

74
歳
）

東　

原　
　

上か

み

ち地
マ
ス
ミ

（
亡
夫　
　
　
　
　

三さ
ぶ
ろ
う郎　

86
歳
）

北
古
閑　
　

松ま
つ
し
ま島　

　

寿
ひ
さ
し

（
亡
父　
　
　
　
　
　

勇
い
さ
む　

64
歳
）

中
西
寺　
　

丸ま
る
や
ま山

コ
ト
エ

（
亡
夫　
　
　
　
　

格か
く
い
ち一　

82
歳
）

上
赤
星　
　

桜さ
く
ら
だ田

ミ
エ
子こ

（
亡
夫　
　
　
　
　

富と

み

を夫　

83
歳
）

立　

石　
　

榎え
の
き
だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

（
亡
兄　
　
　
　
　

博ひ
ろ
の
り憲　

54
歳
）

遊
蛇
口　
　

丹た

ん

ば波　

袈け
さ
よ
し吉

（
亡
母　
　
　
　

マ
シ
コ　

98
歳
）

亘　
　
　
　

緒お

が

た方　

敬け

い

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
の
り則　

88
歳
）

木
柑
子　
　

松ま
つ
お
か岡
ム
ツ
代よ

（
亡
夫　
　
　
　
　

直な
お
ゆ
き行　

59
歳
）

下
西
寺　
　

中な

か

た田　

二つ
ぐ
み
つ光

（
亡
母　
　
　
　

ハ
ル
コ　

95
歳
）

高
野
瀬　
　

髙こ
う
や
ま山　

文ふ
み
か
ず和

（
亡
母　
　
　
　

カ
ズ
ヱ　

82
歳
）

北　

宮　
　

野の

な

か中　

明あ

け

み美

（
亡
姉　
　

宮み
や
む
ら村　

明あ

き

よ代　

65
歳
）

七
城
支
所

清　

水　
　

村む

ら

た田　

俊し
ゅ
ん
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

保や
す
ち
か栄　

86
歳
）

新
古
閑　
　

佐さ

っ

さ々

冨ふ

じ

お

士
雄

（
亡
母　
　
　
　

マ
サ
子こ　

96
歳
）

本　

村　
　

田た

し

ろ代
シ
ゲ
コ

（
亡
夫　
　
　
　
　

政
ま
さ
し　

　

94
歳
）

梶　

迫　
　

髙た

か

の野　

義よ
し
や
す恭

（
亡
父　
　
　
　
　

信し

ん

き喜　

88
歳
）

五　

海　
　

村む
ら
か
み上　

賢け
ん
し
ょ
う昭

（
亡
母　
　
　
　

百ゆ

り

こ

合
子　

88
歳
）

旭
志
支
所

小　

原　
　

前ま

え

だ田　
　

輝
ひ
か
る

（
亡
母　
　
　
　

シ
ズ
オ　

95
歳
）

高　

永　
　

佐さ

と

う藤　

武た

け

お夫

（
亡
父　
　
　
　

喜き

た

ろ

う

太
郎　

89
歳
）

岩　

本　
　

岩い

わ

ね根　

隆た
か
と
し利

（
亡
父　
　

中な
か
む
ら村　

隆た

か

お生　

85
歳
）

平　
　
　
　

中な

か

の野　

英え

い

じ治

（
亡
父　
　
　
　
　
　

司
つ
か
さ　

78
歳
）

伊　

萩　
　

岩い

わ

お尾　

庸よ
う
す
け右

（
亡
母　
　
　
　

ヒ
ロ
メ　

93
歳
）

泗
水
支
所

永　
　
　
　

荒あ

ら

き木
カ
シ
コ

（
亡
夫　
　
　
　

冨ふ

じ

お

士
夫　

78
歳
）

福
本
一　
　

南
み
な
み　

千ち

え

こ

惠
子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

慧
さ
と
し　

82
歳
）

１
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し11

月
30
日
（
木
）
現
在

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

 

４
日
（
木
）

 　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

11
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

18
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

25
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

４
日
（
木
）

 　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
高
齢
者
に
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用

し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
な
ど
の
社
会
参
加
を
進
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
そ
の
指
導
者
と
な
る
シ

ニ
ア
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た

め
の
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

と　

き

　

平
成
19
年
２
月
19
日
（
月
）

　
　

〃　
　

２
月
20
日
（
火
）

　
　

〃　
　

２
月
22
日
（
木
）

　
　

〃　
　

２
月
23
日
（
金
）

と
こ
ろ

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
支
店
内

　
「
さ
く
ら
塾
」

　
（
熊
本
市
桜
町
３
‐
１
）

受
講
対
象
者

　

原
則
と
し
て
50
歳
以
上
の
人
で
、

日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
て
お

り
、
講
座
受
講
後
に
シ
ニ
ア
Ｉ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
行
う
意
欲

の
あ
る
人
。

申
込
期
間

　

12
月
11
日（
月
）〜
12
月
31
日（
日
）

※ 

講
座
の
詳
し
い
内
容
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
着
情
報
」
の

中
の「
た
だ
い
ま
募
集
中
」の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.

　

ku
m
a
m
o
to
.jp
/

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
高
齢
者
支
援
総
室

　

総
務
・
企
画
班

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
１
５

　

こ
の
運
動
は
、
例
年
、
年
末
年
始

に
交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
市
民
に
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

市
民
が
自
ら
進
ん
で
交
通
安
全
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
す
。

期　

間

　

12
月
21
日
（
木
）
か
ら
平
成
19
年

１
月
３
日
（
水
）
ま
で
の
14
日
間

主　

唱

　

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟

統
一
行
動

　

〜
緊
急
ア
ピ
ー
ル
〜

　
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

運
動
の
重
点
目
標

•
悪
質
・
危
険
な
運
転
行
為
の
追
放

• 
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
「
ひ

の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動
」
の
推
進

• 

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

　

お
互
い
一
人
ひ
と
り
が
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
交
通
安
全
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
対
策
課
、

　

各
総
合
支
所
総
務
振
興
課

平
成
18
年
度

第
２
回
シ
ニ
ア

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

「
年
末
年
始
の
交
通
事
故

防
止
運
動
」
が
始
ま
り
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練

所
平
成
19
年
度
男
女
隊
員
募
集

応募要領
募集種目 受付期間 試験日 受験資格

自衛隊生徒
（陸・海・空）

平成19年
1月９日
（火）まで

１次：平成19年1月13日（土）
２次：平成19年1月26日（金）

　　　　～29日（月）

中卒（見込含）
17歳未満の男子

問い合わせ・申し込み先
　　自衛隊熊本地方連絡部　菊池分駐所　☎（24）2772

自衛官募集案内

　子ども囲碁、将棋大会を次のとお
り実施します。
　小、中学生ならだれでも参加でき
ますので、ふるって参加ください。
と　き　平成 19年１月８日（祝）
　　　　午前９時開会
ところ　旭志公民館　１階和室
　　　　（多目的研修センター）
参加費　無料
表　彰
　優勝、準優勝、３位まで賞品が有
ります。
申し込み方法
　12 月 27 日（水）までに、電話
で申し込んでください
問い合わせ・申し込み先
　教育委員会旭志分室

　当日の参加も受付けますので、市民
の皆さんの参加をお待ちしています。
趣 　旨　市民の体力増進と新年の健康
ならびに繁栄を祈願する
と　き　平成 19年１月１日（祝）
主　催　菊池市体育指導委員旭志支部
　　　　菊池市教育委員会旭志分室
受付会場　旭志総合支所駐車場
受付時間
　午前 10時～午前 10時 30分
参加資格　原則として市内在住の人

コース　3kmコース・7kmコース
参加賞
　参加者全員に参加賞があります。
申し込み
　12 月 27 日（水）までに教育委員
会旭志分室に申し込んでください。
※ 当日受付も行いますが、なるべく事
前申し込みをお願いします。
※ 本大会中における不慮の事故などに
ついては、一日保険の範囲迄とし、
それ以外は、全て本人の責任としま
す。
問い合わせ・申し込み先
　教育委員会旭志分室

　市民の皆さんの心配ごとや困りごとに
ついての弁護士相談を受け付けます。お
気軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
※ 広報きくち 11月 15 日号でお知らせ
した弁護士相談日が変更になったもの
です。

　●弁護士相談
　と　き　12月 22日（金）
　　　　　午前９時 30分～
　　　　　午後０時 30分
　ところ　菊池市中央公民館　２階
　相談員　弁護士・田中裕司氏

問い合わせ先　総務課総務係

弁護士相談

第10回
新春子ども囲碁、将棋大会

参加者募集参加者大募集
参加費無料

第35回旭志元旦マラソン大会
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12月の行事予定

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

12月17日
武蔵しもむら医院 菊陽町 096（339）7561 杜の里 かねこクリニック 菊池市 （23）7522

たぶち内科循環器科 菊陽町 096（233）3588 増永歯科医院 菊池市 （25）2285

23日
よしもと小児科 菊陽町 096（233）2520 菊陽台病院 菊陽町 096（232）1191

大津第一クリニック 菊陽町 096（232）9595 池田クリニック 合志市 096（248）8600

24日

古川医院 菊陽町 096（232）1566 かつき皮膚科医院 菊池市 （24）5500

福田医院 大津町 096（293）2771 さかえ歯科医院 合志市 096（248）6480

三隅胃腸科内科外科医院 合志市 096（248）6161

菊池 七城 旭志 泗水

15 金

１歳６カ月児健診
13：10～13：30
七城公民館

男女共同参画専門委員相談　13:30～16:30　文化会館

16 土

17 日 もちつき大会　10：00～西部市民センター

18 月
健康相談
9：30～10：30
旭志総合支所

19 火 ２歳児歯科健診　13：30～14：00　文化会館

20 水

21 木
１歳６カ月児健診
13：30～14：00
泗水公民館

22 金
弁護士相談　9：30～12：30　菊池市中央公民館２階

３歳児健診
13：10～13：30　文化会館

23 土 冬のおはなし会　10：00～西部市民センター

24 日

25 月
健康相談　9：30～10：30
七城多目的研修センター

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館

26 火

27 水

28 木
市役所仕事納め

消防団夜間年末警戒（巡視）

29 金 消防団夜間年末警戒

30 土 消防団夜間年末警戒

31 日


